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集団で体験を簡易に観測して皆で共有するため
の3つの基盤技術を開発した。
⑴　観測技術：体験データを要約しやすくするためにウェア
ラブルセンサユニット、分散協調型環境カメラ、ロボット
などを開発した。これらが協調・連携して、人々の様々な
体験（展示会、会議など）を簡易に観測できる。
⑵　要約技術：膨大な体験データを「いつ、どこで、だれが、
だれ（物）と、どんなインタラクションをしたか」の形に
インタラクションを自動的にコーパスとして要約（構造化）
し、これを基に体験データを検索する方式を考案した。
⑶　提示技術：⑵のコーパスを基に、体験日記をインタラク
ティブに自動生成するプロトタイプやロボットがジェス
チャを交えて人々の情報提供を助ける対話技術を開発し

た。複数人で同時に共有・検索できる大画面画像・力覚・
香り提示装置のプロトタイプを開発した。
　これによって、体験共有コミュニケーションのプロトタイ
プ、体験を分かりやすい日記に自動変換する技術および技能
を体験学習できる技術の両方を達成した。これらの研究成果
のうち、ロボットの成果は既に商品化されており、他の技術
についても実世界でのICT技術としての活用が見込まれる。
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